
むかわ町個別施設計画 概要版 

Ⅰ 個別施設計画【公共施設】の概要 
１ ． 個 別 施 設 計 画 策 定 の 背 景 と 目 的  

（１）個別施設計画策定の背景 

人口減少や少子高齢化の本格化に伴い、町の財政状

況は大変厳しくなることが予測され、公共施設を放置

しておくと、施設の荒廃や事故につながることが懸念

されます。 

（２）個別施設計画策定の目的 

本計画は公共施設等の総合的管理を推進すること

を目的として策定された『むかわ町公共施設等総合管

理計画』に基づき施設ごとの取組方針等を示すことを

目的としています。 

■主な検討項目 

●財政制約下での適正な資産更新（更新や統合・廃

止等） 

●人口減少時代に伴う適正施設数の調整 

●「賢く使う」ための既存施設の長寿命化工事によ

る耐用年数の延長 

（３）個別施設計画とその他の計画との位置づけ 

本町にはまちづくりの最上位に位置付けられる「む

かわ町まちづくり計画」をはじめとする各種計画があ

り、本計画は各種計画との調和を図る必要があります。 

２ ． 個 別 施 設 計 画 策 定 の 範 囲 と 計 画 期 間  

（１）本計画における個別施設計画作成の範囲 

本町では本計画と別に施設分類ごとの個別施設計

画を策定しています。本計画はこれらと区分して以下

の施設分類に対して、策定します。 

■当該計画の該当範囲 

施設分類名 主な施設 

町民集会系施設 ふれあい町民会館など 

産業・観光・交流施設 四季の館、ホテル四季の風など 

子育て支援施設 さくら認定こども園 など 

保健・福祉施設 高齢者生きがいセンター など 

医療施設 むかわ町鵡川厚生病院 など 

行政系施設 本庁舎、穂別総合支所庁舎 など 

公園 各公園 

水道施設 春日浄水場、稲里浄水場 など 

下水道施設 むかわ下水処理場 など 

その他 斎場、バス停、職員住宅 など 

（２）計画期間 

令和 4（2022）年度から令和 23（2041）年度までの

20 年間とします。また、計画期間内であっても適宜見

直しを行います。 

 

公共施設等総合管理計画 個別施設計画 

■公共施設等総合管理計画改訂の目的・背景 

・平成 29（2017）年 3月に「むかわ町公共施設等総合管理計画」を策定、計画の進行 

   ✔基本方針を踏まえた施設管理、整備や改廃による考え方の全体化 

   ✔計画策定が条件とされる補助金や地方債等の特定財源確保が実現 

・平成 30（2018）年北海道胆振東部地震による町内公共施設の被災 

   ✔震災からの復旧状況及び復興を見据えた施設等の維持管理方針再構築の必要性 

 ・令和 3（2021）年の国（総務省）の指針改訂 

   ✔公共施設等の各個別施設計画の内容反映の必要性 

   ✔急速な老朽化に対応すべく「新しく造ること」から「賢く使うこと」への重点化 

 

■公共施設等総合管理計画の構成 

※赤字…改訂部分 

第 1章 はじめに 

1-1 本計画の策定及び改訂の背景・目的 ＜追記＞ 1-6 計画の構成 

1-2 計画の位置づけ 1-7 計画策定から改訂までの経過 ＜新規＞ 

1-3 計画の対象 1-8 計画の改訂にあたっての留意事項 

＜記載事項見直し＞ 1-4 計画の期間 ＜見直し＞ 

1-5 進行管理 1-9 注意事項 

第 2章 公共施設の現状と課題 

2-1 人口の状況   ＜数値更新＞ 2-4 公共施設の更新費用の見通し 

＜個別施設計画からの反映＞ 2-2 財政の状況   ＜数値更新＞ 

2-3 公共施設の現状 ＜数値更新＞ 2-5 公共施設の課題 ＜見直し＞ 

第 3章 基本姿勢・基本方針 

3-1 基本姿勢 

3-2 基本方針  ＜新規＞ ※総務省指針 

 ・脱炭素化の推進方針 

3-3 対策の実績 ＜新規＞ ※総務省指針 

第 4章 建築系公共施設の施設類型ごとの基本方針 

4-1 学校教育系施設 4-5 子育て支援施設 4-9  公営住宅 

4-2 町民集会系施設 4-6 保健・福祉施設 4-10 公園施設 

4-3 社会教育系施設 4-7 医療施設 4-11 その他施設 

4-4 産業・観光・交流施設 4-8 行政系施設   

第 5章 インフラ系公共施設の施設類型ごとの基本方針 

5-1 道路 5-4 下水道 

5-2 橋梁 5-5 公園 

5-3 上水道 
 

■個別施設計画策定の目的・背景 

・公共施設等総合管理計画に基づく、施設個々の取組方針等を定める 

   ✔社会情勢の変化に応じた、施設個々のきめ細やかなあり方の検討の必要性 

  ✔施設維持管理や更新の着実な推進の必要性 

  ✔人口減少、財政制約下における方策の見える化 

 ・主な検討項目 

   ✔財政制約下における資産更新（更新や統合・廃止等） 

   ✔人口減少時代に伴う施設数の調整 

   ✔「賢く使う」ための既存施設長寿命化による耐用年数延長 

 

■個別施設計画の構成 

Ⅰ 個別施設計画【公共施設】の概要 

1. 個別施設計画策定の背景と目的 

2. 個別施設計画策定の範囲と計画期間 

Ⅱ 公共施設を取り巻く環境 

1. 将来の人口予測 

2. 本町の財政状況 

3. 公共施設の現状 

Ⅲ 施設更新の基本方針 

1. 本町が目指すべきまちづくりの将来像 

2. 本計画における基本方針 

3. 施設分類ごとの基本方針 

Ⅳ 各施設の方針 

 ☞ 公共施設総合管理計画において定める施設類型に基づきまとめていきます 

   ただし、以下の施設類型については、別途個別施設計画を策定する、または、策定済みである 

  ことから除かれます。 

   ●学校教育系施設…教育施設長寿命化計画（策定中） 

   ●社会教育系施設…スポーツ施設長寿命化計画（策定中） 

   ●公営住宅…公営住宅等長寿命化計画（策定済み） 

Ⅴ まとめ 

1. 実現を目指す本町の姿 

2. 個別施設計画の達成による財政効果 

3. 本計画の推進体制 
 

 

 

 

公共施設等総合管理計画には、更新費用の

見通しを記載する必要があり、各個別施設

計画で試算した更新費用等を該当部分に

記載することになります。 

上位計画である「公共施設等総合管理計画」の考え方

を基本としてまとめていきます。 反
映 

反
映 

反
映 

整
合 

計画期間「20年間」 

令和 4（2022）年度から令和 23（2041）年度まで 
最上位計画の「第 2次むかわ町まちづくり計画」との整合にも留意しながらまとめていく 

 

【個別施設計画】 【個別施設計画】 

【国】 【地方】 

【基本計画】 

インフラ長寿命化基本計画【国】 

（平成 25（2013）年 11月策定） 

【行動計画】 

各省庁が策定 

（平成 28（2016）年度までに策定） 

【行動計画】 

公共施設等 

総合管理計画 

学校 河川 道路 学校 河川 道路 



Ⅱ 公共施設を取り巻く環境 
１ ． 将 来 の 人 口 予 測  

社人研の推計によると、令和 42（2060）年の本町の

人口は、1,987 人まで減少する見通しとなり、本町独

自推計の見通しでは、令和 42（2060）年の人口は 4,870

人となり、社人研推計と比較して 2,883 人の施策効果

が見込まれます。 

 
２ ． 本 町 の 財 政 状 況  

（１）平成 23（2011）年度～令和 2（2020）年 

までの歳入歳出実績 

令和 2（2020）年度の歳入、歳出が大きく増えまし

た。要因の一つは、新型コロナウイルスへの対応や平

成 30（2018）年 9 月に起きた「北海道胆振東部地震」

のため、国庫支出金や投資的経費等が増えたためです。 

（２）地方交付税等の推移 

合計の推移をみると、近年は地方税・その他の増加

に伴って増加傾向にあります。    （単位：百万円） 

 
 

（３）地方債残高の推移 

人口の減少もありますが、それを上回って地方債残

高が減少しています。      （単位：百万円）

 
３ ．公 共 施 設 の 現 状  

（１）施設分類別棟数と総面積 

現在、本町にある公共施設で、本計画の対象に設定

した施設数は 234 棟ですが、年度別に建築棟数をみる

と平成 2（1990）～平成 11（1999）年度の建築施設が

最も多く 67 棟、次いで昭和 55（1980）～昭和 64（1989）

年度が 64 棟となっています。 

 

 
（２）施設別の利用者数と１人当たりのコスト 

利用人数が把握できる施設について、平成 30

（2018）年度から令和 2（2020）年度における 3 年

間の平均年間利用人数と、維持管理コストが判明し

ている施設の利用者１人当たりのコストを分析しま

した。詳細は本編にてご確認ください。 

Ⅲ 施設更新の基本方針 
１ ． 本 町 が 目 指 す べ き ま ち づ く り の 将 来  

  像  

本町が「第２次むかわ町まちづくり計画」で掲げる

まちの将来像は「人とつながる、笑顔でつながる、未

来につながるまち むかわ」です。本町が掲げる将来

像の実現を目指してまちづくりの基本方針を定めて

おり、本計画も連動して実現を図るものとします。 

■まちづくりの基本方針 

【子育て・医療・福祉】 

健康でいきいきとした暮らしを創る 

【安全・環境・暮らし】 

安心・快適な生活環境を創る 

 

 

【産業・観光・交流】 

むかわファンを増やし、賑わいと活力を創る 

【学び・文化・スポーツ】 

楽しく学び、まちを支える人を創る 

【コミュニティ・行政経営】 

みんなで支え合い、明るい未来を創る 

２ ． 本 計 画 に お け る 基 本 方 針  

むかわ町公共施設等総合管理計画では、公共施設に

関する基本方針を定めており、まちの将来像を見据え

た公共施設等の適正な配置等の検討を行っています。 

 
 

年度 
H23 

(2011) 

H24 

(2012) 

H25 

(2013) 

H26 

(2014) 

H27 

(2015) 

H28 

(2016) 

H29 

(2017) 

H30 

(2018) 

R1 

(2019) 

R2 

(2020) 

地方税 900 888 902 923 906 928 972 969 1,030 1,073 

地方 

交付税 
5,057 5,275 5,143 4,981 4,952 4,723 4,411 5,220 4,797 4,731 

その他 299 271 271 268 352 323 339 337 341 385 

合計 6,256 6,434 6,316 6,171 6,210 5,974 5,722 6,526 6,167 6,189 

 

年度 
H23 

(2011) 

H24 

(2012) 

H25 

(2013) 

H26 

(2014) 

H27 

(2015) 

H28 

(2016) 

H29 

(2017) 

H30 

(2018) 

R1 

(2019) 

R2 

(2020) 

人口（人） 9,476 9,361 9,212 8,997 8,727 8,564 8,378 8,126 7,870 7,735 

地方債残高 

（百万円） 
12,806 11,993 11,449 10,746 10,556 10,552 9,990 9,651 9,687 9,536 

増減 

（百万円） 
 ▲ 813 ▲ 544 ▲ 703 ▲ 190 ▲ 4 ▲ 563 ▲ 338 36 ▲ 151 

一人当たり 

残高(千円) 
1,351 1,281 1,243 1,194 1,210 1,232 1,192 1,188 1,231 1,233 

 

施設分類名 

～S44 

(1969) 

年度 

S45(1970)

～

S54(1979) 

S55(1980)

～

H1(1989) 

H2(1990)

～

H11(1999) 

H12(2000)

～

H21(2009) 

H22(2010)

～

R3(2021) 

合計 
総面積 

（㎡） 

町民集会系施設 5 8 6 2 3 2 26 8,474.9 

産業・観光・交流施設 0 0 19 23 10 3 55 20,106.5 

子育て支援施設 0 4 0 0 2 2 8 2,950.9 

保健・福祉施設 0 0 4 3 2 1 10 4,594.1 

医療施設 0 0 2 4 5 4 15 7,736.5 

行政系施設 3 5 5 9 6 3 31 8,052.5 

公園 2 0 0 4 0 3 9 422.3 

水道施設 3 5 15 0 2 0 25 2,496.1 

下水道施設 0 0 0 5 1 0 6 3,147.0 

その他 5 11 13 17 2 1 49 10,139.5 

合計 18 33 64 67 33 19 234 68,120.3 

 



■公共施設等の管理に関する基本方針 

・施設保有量の最適化：公共施設の総量を削減

し、保有量の最適化を図る 

・適切な維持管理の推進：定期点検・診断を実施、

施設の長寿命化 

・民間等との連携・協働：指定管理者制度等の活

用、組織間の情報交換 

・ユニバーサルデザイン化の推進：長寿命化や更

新等の際にユニバーサルデザイン化を図る 

・脱炭素化の推進：省エネ・再エネ・蓄エネ設備

の導入促進など脱炭素化に向けた取組を推進 

３ ． 施 設 分 類 ご と の 基 本 方 針  

（１）町民集会系施設 

施設の利用状況や収支状況のほか、地域バランスや

防災面も考慮する必要があります。既存の施設用途の

枠組みに縛られない対策を検討し、利用者との議論の

もと施設の集約化を図ります。 

（２）産業・観光・交流施設 

産業・観光・交流施設については、交流人口の拡大

と産業活性化にむけて現有施設を最大限に有効活用

していきます。施設管理において、民間との連携をい

っそう進め、最適な施設管理を図ります。 

（３）子育て支援施設 

現状の教育・保育施設等の設置・利用状況、将来に

わたる児童数及び教育・保育ニーズの変化等を勘案し、

「むかわ町子ども・子育て支援事業計画」の推進に向

けた施設配置を図ります。 

（４）保健・福祉施設 

高齢化が進展するなか、保健福祉機能の充実ニーズ

は高いと考えられることから、現行施設の用途転用な

ど様々な手段により、現行施設を最大限活用します。 

（５）医療施設 

「鵡川厚生病院」と「穂別診療所」は町内における

医療の基幹施設であることから病診連携を深め、日常

点検や不具合報告に対応した早期補修など適切な維

持管理に努め、建物の長寿命化を図ります。 

（６）行政系施設 

平時だけでなく災害時の防災拠点としても重要な

施設であることから、安全性の確保を図ります。効率

的なスペースの活用を図りながら、今後の組織形態に

応じた施設の有効活用を検討します。 

（７）公園 

適切な更新・改修・補修を図り機能を確保するとと

もに、安全な施設を保ちます。一時避難所として指定

されており、維持管理においては地域住民との連携・

協力を今後とも進めていきます。 

（８）水道施設 

施設配置の最適化を図るとともに水道施設の定期

点検とメンテナンスを着実に実施し、施設の長寿命化

を行います。耐震性や老朽度など水道施設の現状を調

査・把握し、水道施設の計画的な更新に努めます。 

（９）下水道施設 

下水道施設の定期点検とメンテナンスを着実に実

施し、施設の長寿命化を図ります。最適な下水道サー

ビスのあり方を検討し、計画的な更新に努めます。 

（10）その他の施設 

遊休化しているものは、売却や譲渡、施設の用途転

用など有効活用の可能性について検討し、それらの可

能性がない施設は、倒壊危険性や近隣居住環境や周辺

景観への影響などを考慮して計画的に除却を進めま

す。 

 

Ⅳ 各施設の方針 
概要版では、大分類ごとの計画進行管理のポイント

を記載いたします。各個別の施設の方針等につきまし

ては本編にてご確認ください。 

■計画進行管理のポイント 

●町民集会系施設 

・人口減少の背景、施設配置地区や需要実態のバラ

ンスを鑑みた集約の実現性の検証 

・避難所機能、利用頻度、維持管理費用、建替費用

等を踏まえた整備計画と施設配置 

・譲渡前提とした場合においても、必要最小限のケ

ア（維持）の必要性を考慮 

 

 

●産業・観光・交流施設 

・主要観光施設の資産更新及び長寿命化工事による

耐用年数の延長 

・用途変更、民間譲渡等により、財政制約下におけ

る総量適正化 

・物館周辺エリア再整備基本計画に基づく施設管理 

●子育て支援施設 

・主要施設の長寿命化と、児童数減少に応じた削減 

・さくら認定こども園の民間譲渡による総量適正化

と地域保育所の将来的な利活用検証 

●保健・福祉施設 

・既存施設の長寿命化と、遊休施設除却による総量

削減  



●医療施設 

・施設機能重要度の高い鵡川厚生病院及び穂別診療

所の計画的整備による維持 

・医師・看護師住宅の需要を見極めた上で、施設除

却による総量削減 

●行政系施設 

・基幹行政施設である本庁舎及び穂別総合支所の計

画的整備 

・人口減少に伴う職員数変容に応じ、住宅必要量の

維持、不要量の見極めによる総量適正化 

 

●公園 

・更新・改修・補修により機能性・安全性を確保

し、また、むかわ町公園施設長寿命化計画の見直

しに応じた計画的対応 

●水道施設 

・経営戦略等、管理計画に基づく総量管理 

●下水道施設 

・経営戦略等、管理計画に基づく総量管理 

●その他の道施設 

・遊休施設の譲渡、除却の着実な推進 

・普通財産化されている廃校利活用検討の全体化 

・策定予定の地域公共交通計画に応じたバス停管理

Ⅴ まとめ 
１ ． 実 現 を 目 指 す 本 町 の 姿  

本計画の実施により、「第２次むかわ町まちづくり

計画」に掲げる将来像「人とつながる、笑顔でつなが

る、未来につながるまち むかわ」を目指します。 

２ ． 個 別 施 設 計 画 の 達 成 に よ る 財 政 効 果  

本計画の方針を実施した場合、財政効果は以下のと

おりとなります。人口減少が見込まれている中、更な

る施設の統廃合等を検討する必要があります。 

また、町の人口変動や財政状況などを考慮し、減築

なども視野に入れて削減に努めていきます。 

●単純更新の費用         （単位：千円） 

 
 

●更新方針適用後の費用      （単位：千円） 

 
●更新方針適用後の延床面積の変動 

 

３ ． 本 計 画 の 推 進 体 制  

（１）推進体制 

全ての公共建築物を一元的に情報管理し、組織横断

的な調整に当たる組織及び意志決定機関を設置し、機

動的に取り組みます。 

（２）町民等との協働 

町民からの意見・要望を取り入れながら、公共施

設マネジメントを推進します。 

（３）フォローアップ 

必要な時期に必要な行動の事業化を促す仕組みを

構築するため、PDCA のマネジメントサイクルに沿

った進捗管理を行います。 

 
 

●フォローアップ（PDCAの考え方) 

 

 

 

現状（A） 

（㎡） 

すべて単純更新 

した場合 

（㎡） 

すべて長寿命化 

した場合 

（㎡） 

更新方針 

適用後（B） 

（㎡） 

削減額 

（B - A） 

（㎡） 

町民集会系施設 8,474.9 8,474.9 8,474.9 7,898.2 ▲576.7 

産業・観光・交流施設 20,106.5 20,106.5 20,106.5 15,318.9 ▲4,787.6 

子育て支援施設 2,950.9 2,950.9 2,950.9 1,262.5 ▲1,688.4 

保健・福祉施設 4,594.1 4,594.1 4,594.1 4,323.4 ▲270.7 

医療施設 7,736.5 7,736.5 7,736.5 7,506.9 ▲229.6 

行政系施設 8,052.5 8,052.5 8,052.5 6,344.5 ▲1,708.0 

公園 422.3 422.3 422.3 422.3 0.0 

水道施設 2,496.1 2,496.1 2,496.1 2,301.1 ▲195.0 

下水道施設 3,147.0 3,147.0 3,147.0 3,147.0 0.0 

その他 10,139.5 10,139.5 10,139.5 4,111.0 ▲6,028.5 

合計 68,120.3 68,120.3 68,120.3 52,635.8 ▲15,484.5 

 

 

 

Plan 

計画 

Do 

実行 
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改善 
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評価 

Ａ  Ｐ 

Ｃ  Ｄ 

各計画についても PDCA サイクルにより

計画の評価、課題について改善を繰り返

し、適宜上位計画に反映させる 

・個別施設計画 

・公共施設等総合管理計画 

・公営住宅等長寿命化計画 

・橋梁長寿命化修復計画 など 

 

課題について具体的な 

改善対策の検討 

各計画について実行 
実行した計画内容について現状を把

握し、課題の洗い出しを行う 

 

効果の検証や課題に 

ついて報告する 


